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                     平成 18年 8月 11日 

各 位 
会 社 名   株 式 会 社  倉 元 製 作 所 
代 表 者 名  代表取締役社長 鈴 木  聡 

                        （ＪＡＳＤＡＱ・コード５２１６） 
           問 合 せ 先 

                         役職・氏名   取締役経理部長 関 根 紀 幸  
電    話   0228‐32‐5111 

 
 

業績予想（連結･単独）の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18年 2月 21日の平成 17年 12月期決算短信の発表時に公表し

た平成 18年 12月期中間業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．平成 18年 12月期中間単独業績予想の修正（平成 18年 1月 1日～平成 18年 6月 30日） 
〔単独〕                                   （単位：百万円） 
 売 上 高 加工売上高※ 経 常 利 益 中間純利益 
前 回 予 想（A） 
（平成 18年 2月 21日公表） 11,000 6,600 △ 300  △ 350 

今 回 予 想（B）  12,172 6,349 △ 133  △ 137 

増 減 額（B－A） 1,172 △ 251 167   213 

増 減 率 10.7％ △ 3.8％ －  － 
（ご参考） 
前中間期実績（平成 17年 6月中間期） 10,933 4,783  △ 1,118  △1,489 
  ※「加工売上高」は、売上高から材料費を除いたもので利益との相関が高いため、継続して開示しております。 
 
２．平成 18年 12月期中間連結業績予想の修正（平成 18年 1月 1日～平成 18年 6月 30日） 
〔連結〕                                   （単位：百万円）  
 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 
前 回 予 想（A） 
（平成 18年 2月 21日公表） 15,700 △ 450  △ 600 

今 回 予 想（B） 16,912 △ 110   △ 345 

増 減 額（B－A） 1,212 340   255 

増 減 率 7.7％ －  － 
（ご参考） 
前中間期実績（平成 17年 6月中間期） 15,057 △ 648  △ 1,291 
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３．中間業績予想修正の理由 
① 単独 
弊社第 2四半期（4～6月）におきましては、ガラスメーカーが大型ガラス基板加工に注力する中、

フレキシブルな生産体制の強みを背景に、中小型ガラス基板加工の受注が堅調に推移しました。こ

れに加え、SCHOTT社との基板加工ビジネスも順調な立ち上がりとなった結果、中間の売上高は前
回の業績予想に対し上回る見込みであります。 
収益面においては、稼働率改善に伴う生産効率の向上に加え、経費削減ならびに人件費の圧縮、

連結子会社からの受取配当金の増加などにより、前回公表の業績予想より赤字幅が大幅に縮小する

見込みであります。 
 
② 連結 
 単独の業績改善が寄与し、前回予想より売上高の増加ならびに赤字幅の縮小となる見込みであり

ます。 
 
４．通期業績予想について 
 通期業績予想（単独・連結）につきましては、変更はございません。 
 
 
（ご参考） 
下期業績予想の背景 
下期以降の液晶パネル業界は、年末商戦に向け液晶モニターや液晶テレビなどの液晶搭載製品の

市場拡大は続くものの、ワールドカップ特需を見込んだ供給過剰の影響により予断を許さない状況

となっております。また、更なる原油高等の不確定要素も多いことから通期の業績予想の変更はご

ざいません。 
 
 

 
［業績等の予想に関する注意事項］ 
 
 

 
以 上 

この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、不確定な要素を含んでお

ります。従いまして実際の業績等は、業況の変化により、この資料に記載されている予想とは異なる場合がありますことをご承知おきください。 


